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６
月
町
議
会
定
例
会
で
示
さ
れ
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
で
あ
る

行
政
執
行
方
針
と
教
育
行
政
執
行
方
針
を
紹
介
し
ま
す
。

令
和
元
年
度
行
政
執
行
方
針
（
要
旨
）

人
に
や
さ
し
い
あ
し
ょ
ろ
！

町
民
に
寄
り
添
い
、
人
を
た
い
せ
つ
に
す
る
ま
ち
づ
く
り

渡辺俊一町長

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

　

私
は
、
去
る
４
月
21

日
に
執
行
さ
れ
た
統

一
地
方
選
挙
に
お
き
ま
し
て
「
人
に
や
さ
し

い
あ
し
ょ
ろ
！
町
民
に
寄
り
添
い
、
人
を
た

い
せ
つ
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
て
立

候
補
し
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か

い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
町
政
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
責
任
の
重
さ
を
し
っ
か
り
と
受
け
と

め
、
副
町
長
と
し
て
の
４
年
を
含
め
て
42

年

の
行
政
経
験
を
活
か
し
、
常
に
町
民
目
線
を

も
っ
て
誠
心
誠
意
、
足
寄
町
の
発
展
に
取
り

組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ

ん
・
町
議
会
議
員
各
位
の
ご
指
導
・
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で

指
針
と
な
る
「
足
寄
町
第
６
次
総
合
計
画
」

は
平
成
27

年
度
、
西
暦
２
０
１
５
年
度
か
ら

10

年
間
の
計
画
と
し
て
、
安
久
津
前
町
長
と

と
も
に
私
も
策
定
に
携
わ
っ
て
お
り
、
私
の

選
挙
公
約
の
と
お
り
、
こ
の
総
合
計
画
を
時

代
の
変
化
に
即
し
た
見
直
し
を
行
い
つ
つ
、

着
実
に
実
施
す
る
こ
と
が
私
の
責
務
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
未
来
を
担
う
若
者
や
ま
ち
づ

く
り
に
意
欲
の
あ
る
人
を
育
て
、
町
民
の
誰

も
が
「
こ
の
足
寄
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
、
安
全
・
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
総
合
計
画
は
、
本

年
度
で
前
期
５
か
年
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、

「
後
期
５
か
年
計
画
」
を
本
年
12

月
の
第
４

回
定
例
会
に
報
告
が
で
き
る
よ
う
に
準
備
を

進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
対
策
が
本
町
に
お
け
る

最
重
要
課
題
と
考
え
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農

林
業
を
し
っ
か
り
支
援
す
る
こ
と
で
、
ま
ち

の
経
済
が
安
定
し
、
過
疎
対
策
に
結
び
付
く

も
の
と
考
え
て
お
り
、
こ
の
地
で
暮
ら
す
こ

と
に
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
を
維
持
し
て

い
く
た
め
の
施
策
を
ま
と
め
た
「
第
２
期
足

寄
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
来
年
３
月
ま
で
に
策
定
で
き
る
よ
う
作
業

を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
創
生
、
人
口
減
少
対
策
の
大

き
な
柱
で
あ
る
「
子
育
て
応
援
出
産
祝
金
贈

呈
」
「
保
育
料
完
全
無
償
化
」
「
学
校
給
食
費

無
償
化
」
「
足
寄
高
校
存
続
に
関
す
る
支
援
」

等
の
子
育
て
と
教
育
の
支
援
は
、
そ
の
時
々

の
状
況
に
応
じ
た
施
策
の
見
直
し
を
行
い
「
安

心
し
て
子
育
て
で
き
る
町
、
足
寄
町
」
を
、

引
き
続
き
、
町
外
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
場
を

創
出
す
る
た
め
の
各
種
施
策
に
取
り
組
み
、

定
住
人
口
の
確
保
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
時
代
の
変
化
に
あ
っ
た
福
祉
施

策
の
充
実
も
必
要
で
あ
り
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
障
が
い
者
が
安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
環
境
を
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お

り
、
福
祉
施
策
全
般
の
基
本
方
針
や
目
指
す

べ
き
将
来
像
等
を
盛
り
込
ん
だ
「
足
寄
町
地

域
福
祉
計
画
」
を
本
年
度
中
に
策
定
す
る
と

と
も
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
て
替
え

の
検
討
も
含
め
た
「
新
た
な
医
療
と
介
護
・

保
健
・
福
祉
の
連
携
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を

進
め
ま
す
。

今
回
提
案
の
補
正
予
算
額

一
般
会
計　
　
　

10

億
１
４
８
５
万
３
千
円

特
別
会
計　
　
　
　
　

１
７
９
８
万
６
千
円

企
業
会
計　
　
　
　
　
　

８
３
９
万
７
千
円

合　
　

計　
　
　

10

億
４
１
２
３
万
６
千
円

令
和
元
年
度
の
予
算
規
模

一
般
会
計　

１
０
１
億
３
４
１
６
万
９
千
円

特
別
会
計　
　
　

33

億　

２
０
７
万
７
千
円

企
業
会
計　
　
　

17

億
１
９
７
７
万
９
千
円

合　
　

計　

１
５
１
億
５
６
０
２
万
５
千
円

地
域
活
性
化
の
推
進

　

「
住
環
境
・
店
舗
等
整
備
補
助
金
」
に
つ

い
て
、
賃
貸
住
宅
整
備
、
住
宅
敷
地
舗
装
化
、

カ
ラ
マ
ツ
構
造
材
使
用
ま
で
補
助
対
象
を
拡

大
し
ま
す
。
こ
の
制
度
に
よ
り
、
多
く
の
町

内
業
者
に
よ
る
新
増
築
や
改
修
工
事
が
行
わ

れ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
住
環
境
の
改
善

に
非
常
に
効
果
が
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
、

定
住
人
口
の
確
保
、
地
域
経
済
の
活
性
化
の

た
め
に
制
度
の
Ｐ
Ｒ
を
進
め
ま
す
。

　

「
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
補
助
金
」
に
つ

い
て
も
引
き
続
き
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

や
住
民
の
主
体
性
が
発
揮
で
き
る
活
動
を
行

う
町
内
住
民
グ
ル
ー
プ
を
支
援
し
ま
す
。

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
場
誘
致
に
向
け
た
環
境
整
備
、

カ
ラ
マ
ツ
等
の
人
工
材
の
高
次
加
工
、
需
要

拡
大
に
向
け
た
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
産
業
等
の
振
興
お
よ
び
雇
用

拡
大
を
図
る
た
め
、
足
寄
町
企
業
振
興
促
進

条
例
に
基
づ
き
、
町
内
に
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル

家畜排せつ物を廃棄物から資源へ

変換するバイオガスプラント

福
祉
施
策
の
推
進

　

子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
は
「
子
育

て
安
心
基
金
」
を
財
源
に
、
す
で
に
取
り
組

ん
で
い
る
子
育
て
支
援
策
を
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
。

　

ま
た
、
10

月
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費

増
税
に
よ
る
、
子
育
て
世
帯
等
の
消
費
に
与

え
る
影
響
を
緩
和
し
、
地
域
に
お
け
る
消
費

を
喚
起
・
下
支
え
す
る
た
め
、
低
所
得
者
お

よ
び
子
育
て
世
帯
向
け
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
の
発
行
を
商
工
会
に
委
託
し
ま
す
。

　

感
染
症
対
策
で
は
、
風
し
ん
の
予
防
接
種

を
受
け
る
機
会
が
な
か
っ
た
世
代
の
う
ち
抗

体
保
有
率
の
低
い
昭
和
37

年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
54

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
に
対
し

抗
体
検
査
と
予
防
接
種
費
用
の
公
費
負
担
を

実
施
し
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
施
策
に
つ
い
て
、
福
祉
課
総

合
支
援
相
談
室
を
軸
に
医
療
機
関
や
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
所
等
と
の
情
報
共
有
を
進
め
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
て
替
え
等
も
含

め
た
「
新
た
な
医
療
と
介
護
・
保
健
・
福
祉

の
連
携
シ
ス
テ
ム
」
を
取
り
組
み
ま
す
。

　

介
護
人
材
の
確
保
・
育
成
事
業
と
し
て
、

修
学
資
金
貸
付
金
、
就
業
支
援
等
補
助
金
、

介
護
福
祉
士
資
格
取
得
等
補
助
金
等
の
制
度

を
継
続
し
、
介
護
事
業
の
円
滑
な
運
営
を
支

援
し
ま
す
。
高
齢
者
等
複
合
施
設
む
す
び
れ

っ
じ
の
停
電
時
の
備
え
と
し
て
、
非
常
用
電

源
設
備
整
備
工
事
の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

る
畜
産
農
業
者
に
対
す
る
無
利
子
の
畜
産
振

興
資
金
の
貸
付
、
農
業
担
い
手
の
確
保
、
育

成
対
策
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
新
町
温
泉
付

随
メ
タ
ン
ガ
ス
を
利
用
し
た
、
電
気
・
熱
利

用
の
本
格
稼
働
を
夏
ま
で
に
目
指
し
ま
す
。

　

林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
り

森
林
の
恵
み
を
享
受
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
、
民
有
林
事
業
等
へ
の
各
種

支
援
を
継
続
し
、
ま
た
、
町
有
林
に
つ
い
て

も
、
引
き
続
き
、
貴
重
な
財
産
で
あ
る
木
質

資
源
を
持
続
・
循
環
さ
せ
る
と
と
も
に
森
林

の
持
つ
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
を
図
る
た

め
の
管
理
運
営
を
進
め
ま
す
。

商
工
観
光
振
興
対
策

　

町
内
の
小
規
模
事
業
者
の
経
営
持
続
を
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
に
国
の
補
助
対
象
外
と

な
っ
た
事
業
で
あ
っ
て
も
経
営
を
持
続
さ
せ

る
た
め
に
必
要
な
取
り
組
み
と
商
工
会
が
認

め
た
場
合
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29

年
５
月
か
ら
十
勝
総
合
振

興
局
や
環
境
省
、
地
元
関
係
者
を
中
心
に
「
オ

ン
ネ
ト
ー
の
魅
力
創
造
委
員
会
」
が
設
立
さ

れ
、
定
期
的
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、

雌
阿
寒
岳
・
オ
ン
ネ
ト
ー
地
区
の
持
続
的
な

利
用
と
保
全
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
本
年
度
は
環
境
省
の
自
然

公
園
等
整
備
交
付
金
を
活
用
し
、
活
動
拠
点

と
な
る
、
オ
ン
ネ
ト
ー
新
休
憩
舎
整
備
の
調

査
設
計
を
行
い
ま
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
推
進

　

一
般
住
宅
へ
の
木
質
ペ
レ
ッ
ト
燃
焼
機
器

導
入
や
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
に
対
し
支

援
を
行
い
ま
す
。

農
林
業
振
興
対
策

　

町
農
業
協
同
組
合
が
「
地
域
振
興
計
画
」

に
基
づ
き
、
生
産
者
と
一
丸
と
な
り
「
足
寄

型
農
業
」
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
の
基
幹
産
業
の
持

続
的
発
展
を
支
え
る
た
め
、
行
政
と
し
て
で

き
る
限
り
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
足
寄
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
が
、
本

年
３
月
に
竣
工
し
て
売
電
を
開
始
し
ま
し
た
。

今
後
、
副
産
物
で
あ
る
発
酵
消
化
液
の
効
果

的
な
活
用
方
法
等
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と

連
携
し
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

そ
の
他
、
営
農
用
水
道
整
備
に
伴
う
調
査

設
計
、
畜
産
経
営
の
規
模
拡
大
等
の
意
欲
あ

を
建
設
す
る
法
人
へ
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
足
寄
応
援
寄
附
推
進
事
業
に
つ

い
て
は
、
本
町
の
特
産
品
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す

る
と
と
も
に
、
寄
附
金
収
入
の
確
保
を
図
る

た
め
、
返
礼
品
の
開
発
と
寄
附
金
増
の
た
め

の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
移
住
施
策
と
し
て
、
北
海
道
が
運

営
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
求
人
に
よ
り
、
本
町
に
就
職
・
就
業
し

た
移
住
者
を
支
援
し
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
難
視
聴
対
策

　

大
誉
地
本
町
、
螺
湾
本
町
、
上
足
寄
本
町

に
お
い
て
は
テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設
組
合
の

有
線
共
聴
設
備
に
よ
り
放
送
を
視
聴
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
各
施
設
と
も
老
朽
化
が
著
し
い

こ
と
か
ら
、
共
聴
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

公
共
施
設
・
財
産
の
管
理

　

老
朽
化
し
た
施
設
の
長
寿
命
化
対
策
と
し

て
、
町
有
建
物
の
屋
根
・
外
壁
塗
装
お
よ
び

玄
関
ポ
ー
チ
等
の
外
部
改
修
、
美
盛
・
大
誉

地
・
東
団
地
の
屋
根
・
外
壁
の
塗
装
、
給
湯

設
備
や
浴
室
の
改
修
等
を
計
画
的
に
進
め
ま

す
。

自
治
会
活
動

　

自
主
防
災
組
織
の
設
立
や
環
境
美
化
等
の

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
等
へ
の
支
援
、
自

治
会
活
動
の
運
営
経
費
に
対
し
支
援
を
行
い

ま
す
。



２０１９年（令和元年）７月号　広報あしょろ２０１９年（令和元年）７月号　広報あしょろ 45

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業

　

医
療
提
供
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

町
内
唯
一
の
入
院
病
床
を
有
す
る
救
急
告
示

医
療
機
関
と
し
て
、
24

時
間
３
６
５
日
の
救

急
患
者
受
入
れ
体
制
を
堅
持
し
ま
す
。
ま
た
、

医
師
や
看
護
師
等
医
療
従
事
者
の
安
定
的
な

確
保
を
図
り
、
住
民
が
い
つ
で
も
安
心
し
て

必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
維
持
に
努

め
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
へ
の
対
応
に
お
い
て
は
、
病
院

の
理
念
・
基
本
方
針
に
掲
げ
る
「
い
た
わ
り
」

と
「
お
も
い
や
り
」
の
あ
る
病
院
づ
く
り
を

重
点
課
題
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

　

消
費
税
の
対
応
に
つ
い
て
、
施
設
使
用
料

を
は
じ
め
と
し
た
各
種
公
共
料
金
等
は
、
現

在
、
内
税
・
総
額
表
示
の
価
格
設
定
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
状
況
を
踏
ま

え
て
対
応
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
働
き
方
改
革
や
「
会

計
年
度
任
用
職
員
へ
の
切
替
え
」
等
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
を

進
め
る
一
方
、
よ
り
多
く
の
町
民
が
「
住
民

に
や
さ
し
い
役
場
」
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
人
材
確
保
と
人
材
育
成
を
進
め
ま
す
。

　

今
後
の
町
政
運
営
に
つ
い
て
、
議
会
と
の

連
携
の
も
と
、
誤
り
な
き
町
政
運
営
・
執
行

に
あ
た
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町
議
会

議
員
並
び
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

管
理
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
発
電
機
お

よ
び
防
災
資
機
材
を
運
ぶ
た
め
の
ク
レ
ー
ン

付
き
ト
ラ
ッ
ク
を
購
入
し
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
運
営
に
あ
た
っ

て
は
、
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、
家
庭
的
な
雰
囲

気
の
中
で
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
を
保
つ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
利
用
者
の
健
康
保
持
、

安
全
・
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
施
設
づ
く

り
を
今
後
も
進
め
ま
す
。
ま
た
、
現
施
設
は

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
本
町
に

お
け
る
新
た
な
医
療
と
介
護
・
保
健
・
福
祉

の
連
携
を
進
め
る
上
で
も
、
現
在
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
を
ど
の
よ
う
な
規
模
・
構
成

で
改
築
す
べ
き
か
は
最
重
要
課
題
で
あ
り
、

地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
に
係
る
国
の
動
向
等

を
踏
ま
え
、
国
保
病
院
、
さ
ら
に
介
護
療
養

型
老
人
保
健
施
設
あ
づ
ま
の
里
と
も
密
な
連

携
を
図
り
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

上
水
道
事
業

　

安
心
・
安
全
な
水
道
水
の
安
定
的
な
供
給

を
図
る
た
め
、
老
朽
管
路
お
よ
び
道
路
改
良

事
業
に
伴
う
配
水
管
敷
設
替
事
業
を
進
め
ま

す
。

　

な
お
、
10

月
に
予
定
さ
れ
る
消
費
増
税
の

実
施
に
合
わ
せ
、
上
下
水
道
料
金
等
へ
の
消

費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
円
滑
な
転
稼
を
行

う
た
め
、
外
税
方
式
へ
改
正
を
行
い
ま
す
。

害
な
ど
に
対
し
、
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
を

図
る
と
と
も
に
、
救
急
需
要
に
対
応
す
る
た

め
、
医
療
機
関
と
連
携
を
図
り
、
消
防
・
救

急
・
防
災
体
制
の
充
実
強
化
を
進
め
ま
す
。

防
　
災

　

防
災
行
政
無
線
施
設
の
更
新
事
業
は
施
設

整
備
が
ほ
ぼ
完
了
し
ま
し
た
。
今
後
、
旧
設

備
の
撤
去
・
未
配
備
世
帯
へ
の
配
備
を
行
い
、

各
戸
に
災
害
情
報
な
ど
が
確
実
に
届
け
ら
れ

る
体
制
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
頻
発
す
る
異
常
気
象
や
地
震
・
火

山
噴
火
、
大
規
模
停
電
な
ど
の
災
害
に
備
え
、

自
主
防
災
組
織
の
組
織
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
す
る
と
と
も
に
防
災
資
機
材
の
増

強
、
内
水
排
水
の
た
め
の
水
中
ポ
ン
プ
の
追

加
整
備
、
主
要
避
難
所
で
あ
る
総
合
体
育
館

と
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
へ
の
非
常
用
電
源
設
備

整
備
に
向
け
た
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業

　

古
く
な
っ
た
計
装
装
置
の
更
新
や
遠
隔
監

視
シ
ス
テ
ム
等
の
整
備
を
行
い
、
施
設
管
理

の
充
実
と
安
定
し
た
水
の
供
給
維
持
を
図
り

ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業

　

施
設
や
設
備
の
適
正
な
維
持
管
理
を
進
め
、

長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
下
水
道
終
末
処

理
場
の
土
木
、
建
築
の
改
修
工
事
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
災
害
・
緊
急
時
等
の
施
設
維
持

環
境
衛
生
対
策

　

新
し
い
ご
み
の
分
別
・
収
集
体
制
が
ス
タ

ー
ト
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
お
お
む
ね
順
調
に
推
移
し

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
自
治
会
等
へ
の
資

源
ご
み
の
集
団
回
収
や
生
ご
み
処
理
機
等
の

購
入
に
対
す
る
助
成
を
通
じ
て
、
ご
み
の
資

源
化
や
減
量
化
に
努
め
ま
す
。

地
籍
調
査
事
業

　

引
き
続
き
、
現
在
の
計
画
に
沿
っ
て
、
土

地
の
位
置
付
け
の
明
確
化
を
進
め
ま
す
。

土
木
建
設
工
事

　

総
合
計
画
の
年
次
計
画
に
基
づ
き
、
町
道

整
備
工
事
や
傷
ん
だ
舗
装
の
補
修
工
事
、
街

路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
を
進
め
ま
す
。

公
園
事
業

　

里
見
が
丘
公
園
再
整
備
事
業
と
し
て
、
経

年
劣
化
が
進
ん
で
き
た
総
合
体
育
館
と
温
水

プ
ー
ル
の
大
規
模
改
修
、
遊
戯
広
場
の
幼
児

用
遊
具
の
設
置
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
の

更
新
を
行
い
ま
す
。

消
防
体
制
の
推
進

　

町
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
、

消
防
署
、
消
防
団
と
関
係
機
関
が
一
体
と
な

っ
て
地
域
の
実
情
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
即

応
し
た
消
防
行
政
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
複
雑
多
様
化
す
る
火
災
や
各
種
災

令
和
元
年
度
教
育
行
政
執
行
方
針
（
要
旨
）

町
民
の
生
き
が
い
と
な
る
学
び
合
い
を
推
進

藤代和昭教育長

教

育

行

政

の

基

本

方

針

　

足
寄
町
教
育
委
員
会
で
は
、
教
育
基
本
法

を
始
め
と
す
る
「
教
育
関
連
法
」
や
「
足
寄

町
第
６
次
総
合
計
画
」
お
よ
び
「
第
５
次
足

寄
町
生
涯
学
習
推
進
計
画
」
な
ど
を
基
底
に

据
え
、
総
合
教
育
会
議
の
協
議
・
調
整
を
尊

重
し
、
学
校
や
家
庭
、
地
域
、
関
係
機
関
・

団
体
と
相
互
に
理
解
と
補
完
を
図
り
な
が
ら
、

地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
健
か
な
成

長
に
つ
な
が
る
学
び
と
町
民
の
生
き
が
い
と

な
る
学
び
合
い
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

【
学
校
教
育
の
推
進
】

学
校
運
営

　

保
護
者
・
地
域
に
信
頼
さ
れ
、
安
心
し
て

託
さ
れ
る
学
校
運
営
に
向
け
、
教
育
委
員
会

が
主
体
性
を
発
揮
し
、
校
長
会
議
・
教
頭
会

議
を
通
し
て
的
確
な
指
示
や
指
導
等
の
徹
底

を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
「
地
域
と
共
に
歩
む

開
か
れ
た
学
校
」
づ
く
り
に
資
す
る
学
校
評

議
員
会
議
・
学
校
運
営
協
議
会
の
開
催
や
学

校
評
価
等
、
小
中
学
校
の
指
導
連
携
な
ど
を

推
進
し
ま
す
。

教
育
課
程
の
管
理

　

「
確
か
な
学
力
」
の
方
策
と
し
て
、
町
費

に
よ
る
特
別
支
援
教
育
支
援
員
お
よ
び
足
寄

小
学
校
へ
の
臨
時
教
諭
の
配
置
に
よ
る
少
人

数
指
導
や
習
熟
度
別
学
習
長
期
休
業
中
の
学

習
機
会
の
提
供
、
家
庭
へ
の
啓
発
活
動
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
や
足

寄
町
生
涯
学
習
研
究
所
の
学
力
調
査
・
分
析

な
ど
の
結
果
を
踏
ま
え
、
各
小
・
中
学
校
に

「
学
力
向
上
策
」
や
「
学
校
改
善
プ
ラ
ン
」

を
位
置
づ
け
て
学
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
旗
・
国
歌
の
実
施
で
は
、
儀

式
的
行
事
等
に
お
い
て
望
ま
し
い
形
で
の
実

施
を
図
り
ま
す
。

「
豊
か
な
心
」
「
健
や
か
な
体
」
の
育
成

　

道
徳
教
育
を
重
視
し
命
の
大
切
さ
や
思
い

や
り
の
心
、
規
範
意
識
な
ど
の
涵
養
、
教
育

相
談
の
充
実
、
読
書
活
動
の
推
進
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。
特
に
読
書
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
蔵
書
の
計
画
的
な
整
備
や
町
図
書
館

と
の
連
携
に
よ
る
定
期
的
な
巡
回
配
本
活
動

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
「
い
じ
め
」
は
「
誰
に
で
も
起
こ
り

得
る
・
犯
罪
で
あ
る
・
命
や
人
権
に
係
わ
る

問
題
で
あ
る
」
と
の
共
通
理
解
に
立
ち
、
足

寄
町
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
に
基
づ
き
未
然

防
止
や
早
期
対
応
、
学
校
・
保
護
者
・
関
係

機
関
と
の
速
や
か
な
連
携
に
努
め
る
と
と
も

に
、
重
大
事
案
に
つ
い
て
は
総
合
教
育
会
議

で
協
議
し
ま
す
。

　

そ
し
て
「
健
や
か
な
体
」
で
は
、
教
科
体

育
の
充
実
や
体
力
づ
く
り
運
動
の
日
常
実
践

化
に
努
め
、
体
力
向
上
や
運
動
の
習
慣
化
を

推
進
し
ま
す
。

食
育
・
学
校
給
食

　

食
育
で
は
栄
養
教
諭
の
効
果
的
な
活
用
を

図
り
、
食
に
関
す
る
指
導
を
推
進
す
る
と
と

も
に
学
校
給
食
の
衛
生
・
安
全
管
理
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
で
は
魅
力
あ
る
献
立
を

通
し
、
地
場
産
食
材
の
積
極
的
な
活
用
に
よ

る
「
ふ
る
さ
と
給
食
」
や
「
リ
ク
エ
ス
ト
給

食
」
を
継
続
し
、
安
全
・
安
心
な
給
食
の
提

供
に
努
め
ま
す
。

国
際
理
解
・
キ
ャ
リ
ア
教
育

　

国
際
理
解
教
育
で
は
、
新
た
に
国
際
交
流

員
を
１
名
増
員
し
、
小
学
校
新
学
習
指
導
要

領
に
対
応
す
る
英
語
学
習
や
外
国
語
活
動
お

よ
び
中
学
校
の
英
語
教
科
な
ど
の
支
援
を
図

り
、小
中
学
生
の
英
語
力
の
向
上
や
異
文
化
理

解
な
ど
国
際
理
解
教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は
、
関
係
機
関
・
団
体

等
と
の
協
力
・
調
整
を
図
り
、
職
場
訪
問
体

験
学
習
な
ど
を
通
し
、
望
ま
し
い
職
業
観
や

勤
労
観
を
培
っ
て
い
き
ま
す
。

防
災
・
交
通
安
全
教
育

　

防
災
・
交
通
安
全
教
育
で
は
、
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
起
こ
り
得
る
こ
と
を
想
定
し
、
各

教
科
の
関
連
学
習
内
容
や
実
施
訓
練
を
通
し

て
災
害
へ
の
適
切
な
迅
速
対
応
に
努
め
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
環
境
教
育

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
で
は
、
児
童
生
徒
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
必
修
化
に
伴
う
機
器
等
を

計
画
的
に
整
備
し
て
効
果
的
活
用
を
図
り
児

童
生
徒
が
主
体
的
に
学
ぶ
た
め
の
情
報
活
用

や
課
題
解
決
な
ど
の
能
力
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

環
境
教
育
で
は
、
足
寄
中
学
校
の
太
陽
光

発
電
装
置
を
活
用
し
た
環
境
保
全
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
教
育
を
理
科
授
業
な
ど
の
教
育
活
動
に

組
み
入
れ
ま
す
。

特
別
支
援
・
複
式
教
育

　

特
別
支
援
教
育
で
は
、
社
会
的
自
立
を
目
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や
一
般
町
民
を
対
象
と
し
た
英
会
話
教
室
を

実
施
し
ま
す
。

生
涯
学
習
施
設

　

町
民
セ
ン
タ
ー
と
生
涯
学
習
館
を
学
習
拠

点
と
し
て
位
置
づ
け
、
学
び
や
す
く
親
し
み

や
す
い
施
設
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
昨

年
オ
ー
プ
ン
し
た
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
図

書
の
計
画
的
購
入
や
魅
力
あ
る
事
業
お
よ
び

情
報
発
信
な
ど
を
図
り
、
町
民
が
気
軽
に
利

用
で
き
る
機
能
や
利
便
性
な
ど
の
向
上
と
と

も
に
、
読
書
普
及
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
・
児
童
へ
の
読
み
聞
か
せ

や
乳
幼
児
の
絵
本
と
の
出
会
い
と
親
子
の
ふ

れ
あ
い
等
を
支
援
す
る
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

事
業
」
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

文
化
・
芸
術
活
動

　

文
化
団
体
等
の
活
動
を
通
し
優
れ
た
文
化 

本に親しみ、読む楽しさを体験する

読み聞かせ

・
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
、
地
域
文

化
の
伝
承
や
創
作
活
動
等
を
支
援
し
ま
す
。

文
化
財

　

郷
土
資
料
館
に
は
、
町
の
歴
史
や
発
展
の

資
料
を
数
多
く
保
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

郷
土
の
歴
史
や
文
化
継
承
が
、
町
民
や
学
校

教
育
、
社
会
教
育
に
も
有
効
活
用
で
き
る
よ

う
資
料
の
整
理
や
展
示
の
工
夫
、
情
報
提
供

な
ど
に
努
め
ま
す
。

足
寄
動
物
化
石
博
物
館

　

企
画
・
運
営
の
工
夫
や
発
掘
体
験
活
動
な

ど
に
よ
り
入
館
者
の
充
実
に
努
め
て
お
り
、

本
町
の
象
徴
的
な
学
術
施
設
と
し
て
更
に
価

値
を
高
め
る
た
め
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
」

ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
で
き
る
機
会
の
拡
充
や
各

種
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
安
全
点
検
な
ら
び
に
計

画
的
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
各
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、

指
導
者
の
育
成
や
指
導
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
㈱

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
協
定
事
業
、
出
前
教
室
、
学
校
開
放

事
業
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育

成
な
ど
を
通
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
普
及

に
努
め
ま
す
。

携
に
よ
り
、
家
庭
教
育
・
子
育
て
支
援
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

青
少
年
教
育

　

自
然
体
験
活
動
「
す
す
め
！
あ
し
ょ
ろ
☆

冒
険
王
」
の
実
施
を
は
じ
め
、
各
種
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
・
芸

術
活
動
な
ど
の
支
援
と
育
成
に
努
め
る
と
と

も
に
、
長
期
休
業
中
の
居
場
所
づ
く
り
と
し

て
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
」
を
夏
季
間
と
冬

季
間
に
わ
た
っ
て
実
施
し
、
学
ぶ
意
欲
や
習

慣
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
教
育
機
関
で
あ
る
「
ネ
イ

パ
ル
足
寄
」
や
「
九
州
大
学
北
海
道
演
習
林
」

と
の
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

成
人
教
育

　

情
報
の
提
供
や
リ
ー
ダ
ー
養
成
の
学
習
機

会
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と

足
寄
１
０
０
年
塾
「
生
き
が
い
ス
ク
ー
ル
」

や
「
学
遊
校
」
の
講
座
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
の
参
加
等
、
高
齢
者
の
豊
か
な
学
び
合

い
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
仲
間
づ

く
り
や
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
学

習
機
会
や
情
報
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

国
際
交
流

　

姉
妹
都
市
で
あ
る
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市

か
ら
招
へ
い
し
て
い
る
国
際
交
流
員
を
２
名

に
増
員
し
て
活
動
の
充
実
を
図
り
、
保
育
園

児
へ
の
英
語
遊
び
活
動
「
ぺ
ピ
ー
キ
ッ
ズ
」

指
し
た
個
別
指
導
計
画
や
教
育
支
援
計
画
に

基
づ
く
個
の
障
が
い
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育

活
動
の
展
開
や
学
習
支
援
員
の
継
続
配
置
、

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
な
ど
支
援
体
制

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

複
式
教
育
で
は
、
少
人
数
の
良
さ
を
生
か

し
た
き
め
細
か
な
指
導
計
画
に
よ
る
個
に
応

じ
た
指
導
や
学
習
効
果
を
高
め
る
集
合
学
習

と
交
流
学
習
を
支
援
し
、
地
域
環
境
の
特
性

を
生
か
し
た
複
式
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

足
寄
高
等
学
校
存
続
に
向
け
た
取
り
組
み

　

足
寄
高
等
学
校
振
興
会
等
関
係
団
体
と
協

議
・
連
携
し
、
通
学
費
や
海
外
研
修
派
遣
、

足
寄
町
学
習
塾
、
多
目
的
交
流
施
設
な
ど
に

引
き
続
き
支
援
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
や
人
口

減
少
の
対
策
と
し
て
引
き
続
き
小
・
中
・
高

の
児
童
・
生
徒
に
無
償
提
供
を
行
い
ま
す
。

教
育
環
境
の
整
備

　

校
舎
の
老
朽
化
に
伴
う
施
設
・
設
備
の
改

修
や
教
職
員
住
宅
の
改
築
等
を
計
画
的
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

【
生
涯
学
習
の
推
進
】

家
庭
教
育

　

「
家
庭
教
育
学
級
」
や
子
育
て
支
援
・
学

習
と
交
流
の
会
「
す
く
す
く
」
の
充
実
を
さ

ら
に
図
り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
子
育
て
に
携
わ
る
関
係
機
関
と
の
連

みず
みず
しい

足寄の初夏の味覚

北海道遺産「螺湾ブキ」
　今年も、螺湾ブキの季節がやってきました。爽やかな山の風味とシャキシャキの食感。

大きくて柔らかく、カルシウムやミネラルが豊富で食物繊維も多く含まれ、健康に役立つ

効果も期待されています。　

　「らわんグリーン研究グループ」（阿部壽美雄代表）の自生地やＪＡあしょろによる有

機露地栽培物の収穫も本格化し、初夏の味を全国各地に届けています。

鳥羽農場で行われた青空教室。

足寄小学校２年生が町の農業や

螺湾ブキについて学びました。

ひまわり食堂足寄の６月のメニューは地場産の

材料をふんだんに使った螺湾ブキごはんでした。

ミニふきまつりでは、多くの人が旬の螺湾ブキ

を買い求めました。

足寄小学校では、給食に螺湾ブキごはんが登場。

旬の味覚を味わいました。

町認定こども園どんぐりで、螺湾ブキのきん

ぴらが給食に登場しました。

らわんグリーン研究グループ

の阿部代表の圃場で収穫がス

タートしました。

ラワンぶき狩り。今年も町内外

からたくさんの人々が訪れ収穫

体験を楽しみました。
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89

大きくなあれ

　町赤十字奉仕団（森博子委員長）の団員10

人が役場車庫で廃油石鹸と古着を利用したウ

エス作りを行いました。この活動は、10年以

上続いており地域貢献活動の一環として行っ

ています。今年作成した石鹸は約１年かけて

固められ、昨年作成した分が秋に行われるバ

ザールで販売されます。

廃油で石鹸作り
　足寄消防団（奥泉圀博団長）の連合演習が

役場駐車場で行われ。団員１１０人、陸上自

衛隊足寄分屯地隊員５人、消防車両10台が参

加しました。あいにくの雨の中、団員らはき

びきびとした動作で演習に取り組み、日頃の

訓練の成果を発揮し、来賓や見学者に放水訓

練を披露しました。

訓練の成果を披露

美しい景観づくり

　町認定こども園どんぐりで農業体験が行われました。

5/20

6/6

楽しく泳ごう！
　水泳少年団に加入していない小学生を対象

としたジュニア水泳教室（町教育委員会主催、

全６回）が温水プール（村上賢治館長）で開

かれ、62人が参加しました。水着に着替えた

児童は学年別にバタ足などの練習を開始し、

町水泳協会会員の指導の下、楽しく練習して

いました。

6/12

安全を願って
　あしょろ観光協会（山下昇理事長）主催の

安全祈願祭が野中温泉側の登山口で行われ、

関係者や登山客など50名が参加しました。山

下理事長が「事故無く、多くの人に愛される

山であることを願います」とあいさつを述べ

たあと、参加者全員で今年１年の山の静寂と

登山者の安全を祈願しました。

6/2

6/16

　足寄高等学校（笈川巧校長）で薬物使用の

恐ろしさを知ることを目的に「薬物乱用防止

講話」が本別警察署の今津甚係長を講師に行

われ、全校生徒が参加しました。生徒は、乱

用薬物の種類や薬理作用、使用方法のほか、

薬物中毒の恐ろしさなど１度の使用が命取り

になることを学びました。

「ダメ。ゼッタイ。」 6/13

町ホームページのあしょろルポでは、取材写真

を多数掲載しています。ぜひご覧ください。

5/30実りの秋を楽しみに
　螺湾小学校（牧伊津子校長、児童12人）で

今年６回目となる田植えを行いました。これ

は、畜産を営む保護者が上川管内愛別町産の

飼料用米を使用していることが縁となり、毎

年行われています。児童らは慣れた手つきで

植え付けを行い、自ら作成したかかしを田ん

ぼの真ん中に立てました。

5/28

　花壇整備が行われました

ふるさと足寄１００年塾　　　　

　　　　　　「生きがいスクール」

十勝シーニックバイウェイ　　　　　　

「十勝平野・山麓ルート」足寄地域部会

年長児：らいおん組 年中児：ぱんだ組

6/14 6/15
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運動会
足寄小学校 6/1

芽登小学校・芽登保育所 6/8

螺湾小学校・螺湾保育所 6/8

大誉地小学校・上利別保育所 6/8

　
　
　

月
15

日
道
新
野
球
教
室
（
町
教
育
委

員
会
ほ
か
主
催
）
が
里
見
が
丘
野
球
場
で
開

催
さ
れ
、
足
寄
ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
、
足
寄
中
学
校
の
野
球
部
員
ら
33

人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
足
寄
ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ
を
、
午
後

か
ら
は
足
寄
中
学
校
野
球
部
を
対
象
に
、
市

川
卓
コ
ー
チ
と
大
塚
豊
コ
ー
チ
か
ら
実
技
指

導
を
受
け
ま
し
た
。
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

や
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
後
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

指
導
が
行
わ
れ
な
ど
、
元
プ
ロ
野
球
選
手
か

ら
直
接
指
導
を
受
け
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
、

参
加
者
は
真
剣
な
眼
差
し
で
話
を
聞
い
て
い

ま
し
た
。

　
　
　

月
14

日
㈱
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
と
締
結
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
に
基

づ
き
、
高
齢
者
学
級
生
を
対
象
と
し
た
事
業

と
し
て
、
リ
ア
ル
野
球
盤
（
町
教
育
委
員
会

ほ
か
主
催
）
が
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ふ
る
さ
と
足
寄
１
０
０
年
塾
生
き
が
い
ス

ク
ー
ル
生
と
同
塾
学
遊
会
の
塾
生
ら
18

人
が

参
加
。
元
プ
ロ
野
球
選
手
で
、
北
海
道
日
本
ハ

ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ア
カ
デ
ミ

ー
の
市
川
卓
コ
ー
チ
と
大
塚
豊
コ
ー
チ
が
講

師
を
務
め
、
準
備
体
操
の
後
、
生
き
が
い
ス
ク

ー
ル
と
学
遊
会
の
チ
ー
ム
対
抗
戦
が
行
わ
れ
、

ホ
ー
ム
ラ
ン
が
で
る
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
交
わ

す
な
ど
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

６

６

世
代
を
超
え
て
野
球
の
楽
し
さ
を
学
ぶ

　

惜
し
く
も
初
戦
突

破
と
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
応
援
席

か
ら
は
健
闘
を
見
せ

た
選
手
た
ち
に
大
き

な
歓
声
と
惜
し
み
な

い
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

足
寄
高
等
学
校
野
球
部

　
　
　
　

健
闘
に
惜
し
み
な
い
拍
手

　

第
１
０
１
回
全

国
高
等
学
校
野
球

選
手
権
大
会
北
北

海
道
大
会
十
勝
支

部
予
選
（
道
高
野

連
ほ
か
主
催
）
が

６
月
23

日
に
帯
広

の
森
野
球
場
で
開

幕
し
、
足
寄
高
等

学
校
野
球
部
（
伏
見
拓
海
主
将
）
が
24

日
の

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
１
回
戦
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

同
校
野
球
部
を
応
援
し
よ
う
と
、
３
年
連

続
と
な
る
全
校
生
徒
挙
げ
て
の
応
援
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
高
校
の
雄
姿
を
見
よ

う
と
保
護
者
や
Ｏ
Ｂ
な
ど
多
く
の
観
客
が
駆

け
つ
け
ま
し
た
。

　

対
戦
校
は
江
陵
高
等
学
校
。
５
安
打
を
放

ち
、
初
回
と
４
回
に
得
点
圏
に
走
者
を
送
り

ま
し
た
が
、
得
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す

　

経
済
産
業
省
は
、
発
電
施
設
の
設
置
の
円

滑
化
を
図
る
た
め
、
発
電
施
設
等
が
所
在
す

る
市
町
村
に
対
し
、
地
元
の
福
祉
向
上
を
目

的
と
し
て
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30

年
度
、
本
町
は
２
４
，
４
５
３
千

円
の
交
付
を
受
け
、
地
域
医
療
の
充
実
お
よ

び
住
民
の
健
康
促
進
を
図
る
た
め
、
町
国
民

健
康
保
険
病
院
の
運
営
費
に
充
て
ま
し
た
。町国民健康保険病院

地域福祉の
向上を図っています
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「足寄から

地域に貢献できる人に」

　

旭
川
医
科
大
学
に
医
師
と
し
て
勤
務

す
る
本
町
出
身
の
野
津
司
さ
ん（
55

歳
）
が

同
大
学
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授
兼
地
域
医

療
教
育
学
講
座
教
授
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

野
津
さ
ん

は
本
町
で
生
ま
れ
育
ち
、
帯

広
市
の
高
校
に
進
学
。
子
ど
も
の
頃
か

ら
「
病
院
事
務
長
だ
っ
た
父
が
医
師
の

確
保
に
大
変
苦
労
し
て
い
る
姿
を
見
て

い
た
の
で
、
地
域
医
療
に
貢
献
し
た
い

と
思
っ
て
い
た
」
と
地
域
が
抱
え
る
医

療
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
、
旭
川
医
科

大
学
に
進
学
し
医
師
を
志
し
ま
し
た
。

大
学
・
大
学
院
を
卒
業
し
た
後
、
釧
路

市
や
斜
里
町
の
病
院
で
勤
務
し
た
ほ
か

ア
メ
リ
カ
で
研
究
を
行
う
な
ど
地
域
医

療
に
貢
献
す
る
た
め
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、
同
大
学
で
勤
務
す
る
傍
ら
、

故
郷
で
あ
る
本
町
の
国
民
健
康
保
険
病

院
に
月
１
回
訪
れ
外
来
診
療
な
ど
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
同
大
学
地
域
医
療

教
育
学
講
座
准
教
授
を
経
て

５
月
１
日
か
ら
教
授
に
就
任

し
た
野
津
さ
ん

は
「
教
育
全
般

に
か
か
わ
る
立
場
に
な
っ
た

教
育
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
」
と
今
後
の
抱
負
を
語
る
と

と
も
に
「
消
化
器
内
科
が
一
番
患

者
が
多
く
、
地
域
で
活
躍
で
き
る
。

地
域
に
は
浅
く
幅
広
く
で
は
な
く
、

専
門
性
を
持
ち
な
が
ら
幅
広
く
診

ら
れ
る
内
科
医
が
必
要
」
と
地
域

に
求
め
ら
れ
て
い
る
医
師
像
に
つ

い
て
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
医
療
に
貢
献
し
た
い
と
い

う
子
ど
も
の
頃
に
描
い
た
夢
を
実

現
し
、
更
に
は
地
域
医
療
に
貢
献

で
き
る
医
師
を
育
成
す
る
立
場
と

な
っ
た
野
津
さ
ん

は
「
今
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
が
あ
る
時
代
。（
勉
強
に
）

お
金
を
か
け
な
く
て
も
、
ど
こ
に

い
て
も
地
方
に
い
て
も
大
き
な
ハ

ン
デ
に
は
な
ら
な
い
。
逆
に
都
会

に
住
ん
で
い
な
く
て
も
、
都
会
と

同
じ
よ
う
な
環
境
で
勉
強
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ぜ
ひ
、
夢
や
目
標

を
も
っ
て
勉
強
し
て
ほ

し
い
。
そ
し
て
足
寄
か

ら
地
域
に
貢
献
で
き
る

人
に
な
れ
る
よ
う
、
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」
と
本

町
の
子
ど
も
た
ち
の
未

来
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。

な
く
そ
う
！
望
ま
な
い
受
動
喫
煙

マ
ナ
ー
か
ら
ル
ー
ル
へ

　

健
康
増
進
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
病
院
、

学
校
、
行
政
機
関
の
庁
舎
等
が
７
月
か
ら
敷

地
内
禁
煙
と
な
り
、
来
年
４
月
か
ら
は
そ
の

他
の
施
設
が
原
則
屋
内
禁
煙
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
防
止
す

る
た
め
の
取
り
組
み
は
、
マ
ナ
ー
か
ら
ル
ー

ル
へ
と
変
わ
り
ま
す
。

【
法
律
改
正
の
３
つ
の
基
本
的
な
考
え
方
】

１
．
「
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
」
を
な
く
す

　

受
動
喫
煙
が
他
人
に
与
え
る
健
康
影
響

と
、
喫
煙
者
が
一
定
程
度
い
る
現
状
を
踏
ま

え
、
屋
内
に
お
け
る
「
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
」

を
な
く
す
。

２
．
受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
影
響
が
大
き
い

子
ど
も
、
患
者
等
に
特
に
配
慮

　

子
ど
も
や
患
者
等
は
受
動
喫
煙
に
よ
る
健

康
影
響
が
大
き
い
こ
と
を
考
慮
し
、
こ
う
し

た
方
々
が
主
た
る
利
用
者
と
な
る
施
設
や
屋

外
で
の
受
動
喫
煙
対
策
を
一
層
徹
底
す
る
。

３
．
施
設
の
類
型
・
場
所
ご
と
に
対
策
を
実
施

　

「
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
」
を
な
く
す
観
点

か
ら
、
施
設
の
類
型
・
場
所
ご
と
に
、
受
動

喫
煙
が
他
人
に
与
え
る
健
康
影
響
の
程
度
に

応
じ
、
禁
煙
措
置
や
喫
煙
場
所
の
特
定
を
行

う
と
と
も
に
、
掲
示
の
義
務
付
け
を
行
う
。

　
本
町
で
は
、
10
月
か
ら
消
費
税
率
が
引
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
消
費
に
与
え
る
影

響
を
緩
和
す
る
こ
と
、
地
域
の
消
費
を
喚
起

す
る
こ
と
を
目
的
に
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
」
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
と
は
、
額
面
以
上

の
割
り
増
し
金
（
プ
レ
ミ
ア
ム
）
が
付
い
た

商
品
券
の
こ
と
で
、
購
入
価
格
以
上
の
買
い

物
が
で
き
ま
す
。
本
事
業
で
は
２
万
円
の
金

額
で
２
万
５
千
円
の
商
品
券
を
購
入
す
る
こ

と
が
で
き
、
販
売
期
間
内
に
５
回
に
分
け
て

購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
１
回
分
４
千

円
で
５
千
円
の
商
品
券
を
購
入
）
。
商
品
券

は
足
寄
町
内
の
利
用
登
録
し
た
小
売
店
、
事

業
所
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者　

①
令
和
元
年
度
住
民
税
非
課
税
者

（
住
民
税
課
税
者
と
生
計
同
一
の
配
偶
者
・

扶
養
親
族
と
生
活
保
護
受
給
者
を
除
く
）

②
学
齢
３
歳
未
満
児
（
平
成
28

年
４
月
２
日

～
令
和
元
年
９
月
30

日
生
ま
れ
）
子
育
て
世

帯
主
（
子
の
人
数
分
）

交
付
申
請　

８
月
１
日
か
ら
10

月
30

日
ま
で

の
期
間
に
役
場
１
階
福
祉
課
で
受
け
付
け
ま

す
。
※
学
齢
３
歳
未
満
児
子
育
て
世
帯
の
申

請
は
不
要
で
す
。

販
売
期
間　

10
月
１
日
～
令
和
２
年
１
月
15
日

販
売
場
所　

町
商
工
会
事
務
所

使
用
期
間　

10

月
１
日
～
令
和
２
年
１
月
31
日

を
販
売
し
ま
す

・
１
月
１
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

が
あ
る
市
町
村
が
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

実
施
主
体
に
な
り
ま
す
。
本
年
に
転
入
さ
れ

た
方
に
は
以
前
に
お
住
ま
い
の
市
町
村
か
ら

通
知
が
あ
り
ま
す
が
、
足
寄
町
内
で
商
品
券

を
使
用
希
望
さ
れ
る
場
合
は
役
場
福
祉
課
で

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
Ｄ
Ｖ
避
難
者
等
で
住
民
登
録
を
足
寄
町
に

移
動
し
て
い
な
い
方
は
お
申
し
出
い
た
だ
く

こ
と
で
本
事
業
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

詳
　
細　

役
場
福
祉
課
福
祉
担
当
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れ

　

交
付
申
請
を
基
に
審
査
を
行
い
、

該
当
と
な
る
方
に
９
月
20

日
ご
ろ
に

商
品
券
購
入
引
換
券
を
郵
送
し
ま

す
。
販
売
場
所
に
て
引
換
券
を
提
示

す
る
こ
と
で
商
品
券
を
購
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
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病院・学校
学校・児童福祉施設、病院・

診療所、行政機関の庁舎

など

飲食店
事業所など

事務所、工場、ホテル・

旅館、その他全ての施設

７月１日から

「敷地内禁煙」です。

（屋外に喫煙場所設置可）

令和２年４月１日から

「原則屋内禁煙」です。

（喫煙専用室のみ喫煙可）

令和２年４月１日から

「原則屋内禁煙」です。

（喫煙専用室のみ喫煙可）

足
寄
町
出
身

 

野
津
司
さ
ん

が
教
授
に
就
任

の
で
、
一
人
で
も
多
く
の
地
域
医
療
に

貢
献
で
き
る
優
れ
た
人
材
を
育
成
す
る

正木さん（中央）

正
木
忠
夫
さ
ん

に
旭
日
単
光
章

　

元
町
議
会
議
員
の
正
木
忠
夫
さ
ん

に
特
別
勲

章
（
旭
日
単
光
章
）
が
贈
ら
れ
、
北
海
道
十

勝
総
合
振
興
局
須
藤
正
之
副
局
長
か
ら
勲
記

と
勲
章
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

正
木
さ
ん

は
、
家
業
の
農
業
に
従
事
す
る
傍

ら
、
昭
和
62
年
に
町
議
会
議
員
に
初
当
選
。

以
来
５
期
20

年
間
の
長
き
に
わ
た
り
本
町
の

振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、

平
成
11

年
か
ら
平
成
13

年
ま
で
の
２
年
間
、

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
委
員
長
と
し
て
小
学

校
の
合
併
に
係
わ
る
な
ど
教
育
行
政
充
実
に

も
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

昭
和
58

年
４
月
か
ら
平
成
元
年
３
月
ま
で
の

６
年
間
に
わ
た
り
町
農
業
委
員
会
委
員
と
し

て
、
豊
富
な
識
見
と
卓
越
し
た
手
腕
を
も
っ

て
町
農
業
者
の
地
位
向
上
に
努
め
ら
れ
、
本

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
発
展
に

大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

叙
勲
と
は
…

　

叙
勲
は
、
国
家
ま
た
は
公
共
の
た
め

に
功
労
の
あ
っ
た
人
を
対
象
に
発
令
さ

れ
、
菊
花
章
や
旭
日
章
、
宝
冠
章
、
瑞

宝
章
な
ど
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
、
春
と
秋
に
実
施
さ
れ
る
春
秋

叙
勲
や
、
88

歳
に
達
し
た
機
会
に
実
施

す
る
高
齢
者
叙
勲
、
功
績
の
あ
る
人
が

亡
く
な
ら
れ
た
際
に
実
施
さ
れ
る
死
亡

叙
勲
等
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
著
し
く
危
険
性
の
高
い
業
務

（
警
察
官
、
消
防
吏
員
、
自
衛
官
等
）

に
精
励
さ
れ
た
方
を
対
象
と
し
た
「
危

険
業
務
従
事
者
叙
勲
」
が
平
成
15

年
に

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

【
勲
章
の
種
類
等
：
抜
粋
】

・
旭
日
章
～
功
績
の
内
容
に
着
目
し
、

顕
著
な
功
績
を
挙
げ
た
人

　

旭
日
大
綬
章
、
旭
日
重
光
章
、
旭
日

中
綬
章
、
旭
日
小
綬
章
、
旭
日
双
光

章
、
旭
日
単
光
章

・
瑞
宝
章
～
公
務
等
に
長
年
に
わ
た
り

従
事
し
、
成
績
を
挙
げ
た
人

　

瑞
宝
大
綬
章
、
瑞
宝
重
光
章
、
瑞
宝

中
綬
章
、
瑞
宝
小
綬
章
、
瑞
宝
双
光

章
、
瑞
宝
単
光
章
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65歳以上の町民税非課税世帯の介護保険料が軽減されました
　令和元年度から、低所得者軽減強化の実施（消費税増税に伴う財源の活用）により、町民税非課税世帯

（第１段階から第３段階）の方の介護保険料が軽減されました。

　第４段階以上の町民税課税世帯の保険料は変更ありません。

介護保険料の納め方
　納め方は受給している年金の額によって異なり、納付書により納める方は期限（原則毎月25日）までに納

付してください。

・年金が年額18万円未満の場合

　≪普通徴収≫納付書や口座振替により納めます。

・年金が年額18万円以上の場合

　≪特別徴収≫年金からの天引きとなります。ただし、年度途中で65歳になる方は、天引きが始まるまで普

通徴収となります。

所得の低い方は自己負担が軽減される場合があります
　所得の低い方の介護サービス利用が困難にならないよう、自己負担が軽減される制度（介護保険負担限度

額認定、社会福祉法人等による利用者負担軽減ほか）があります。これらの軽減制度は対象となる要件があ

りますので、役場福祉課介護保険担当にご相談ください。

相談や悩みにお応えします
　利用している介護サービス内容について苦情・相談がある場合は、

サービス事業者や介護保険施設に直接問い合わせをすることができ

るほか、ケアプラン（介護予防ケアプラン）を作成したケアマネジ

ャーにも問い合わせをすることができます。

　これらの相談でも依然として改善が見られない場合には、役場福

祉課介護保険担当にご相談ください。

詳　細　役場福祉課介護保険担当　　☎２５－２１４１内線１３８・１３７

所得段階 対　　象　　者 計算方法 保険料年額

第１段階
町
民
税
非
課
税
世
帯

●生活保護受給者の方

●老齢福祉年金受給者の方

●合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円以下の方

基準額×0.375 25,900円

第２段階 ●合計所得金額と課税年金収入額の合計が120万円以下の方 基準額×0.565 39,000円

第３段階 ●合計所得金額と課税年金収入額の合計が120万円超の方 基準額×0.725 50,100円

第４段階

町
民
税
課
税
世
帯

本
人
非
課
税

●合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円以下の方 基準額×0.83 57,300円

第５段階 ●合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円超の方 基準額 69,000円

第６段階

本
人
課
税

●合計所得金額が120万円未満の方 基準額×1.2 82,800円

第７段階 ●合計所得金額が200万円未満の方 基準額×1.3 89,700円

第８段階 ●合計所得金額が300万円未満の方 基準額×1.5 103,500円

第９段階 ●合計所得金額が300万円以上の方 基準額×1.7 117,300円

　介護保険に関すること以外

でも、高齢者の皆さんにお困

りのことがある場合は気軽に

ご相談ください。

相談先

役場福祉課

地域包括支援センター

☎２５－９２００

令和元年度介護保険料のお知らせ

〈令和元年度の足寄町の介護保険料〉

家屋の固定資産税について
固定資産税（家屋）とは

　毎年１月１日（賦課期日）現在で家屋（住宅・店舗・物置等）を所有している人が、その資産の評価額を

基に算定された税額を納めていただく税金です。

　本年中（１月～12月）に新築や増改築された家屋は、翌年度から課税されます。

税額の計算方法

　評価額（課税標準額）× １．４％（税率）＝税額

固定資産税の対象（家屋）

　家屋とは、屋根および周壁またはこれに類するものを有し、土地に定着・固定した（基礎等）建物であっ

て、その目的とする用途に供しえる状態にあるものをいいます（不動産登記法準則１３６条によります）。

　プレハブの勉強部屋（物置）やアルミ製サンルーム、スチール製の車庫等の簡易な家屋でも、設置の状況

等により20㎡以上の広さがある建物は課税となる場合があります。カーポートや塀、門扉、コンクリートブ

ロック等を四隅に置いて、その上に設置している物置などは課税の対象とはなりません。

新築住宅の軽減措置

　新築後３年間（本年中に新築の場合、令和２年度～令和４年度の３年間）の固定資産税が、居住面積１２

０㎡までの部分に限り２分の１に減額されます。

※長期優良住宅は５年間減額されます。

※軽減の適用を受けるためには、申告書の提出が必要です。

家屋実地調査にご協力を

　本年も家屋や車庫、物置等を新築・増築・改築した方を対象に、家屋実地調査を行っています。この調査

は、固定資産税の評価額を算出するためのもので、間取りや使用資材等を確認させていただきますので、ご

協力をお願いします。

　また、家屋や土地の課税漏れや軽減措置の適用が正しくされているか固定資産評価補助員が実地調査を行

っていますので、併せてご協力をお願いします。

詳　細　役場住民課課税担当　☎２５－２１４１内線２３４

― 必ずご連絡ください ―

◎建物を新築や増築したとき

　不動産登記法により、新築や増築した場合は法務局に建物登記申請をしなければなりません。申請が

受理されると、法務局から町に登記に関する連絡通知がありますので、固定資産の所有者として、固定

資産課税台帳に登録されます。

　ただし、新築・増築された年内に登記申請ができない場合は、「家屋所有者申出書」を町に提出して

いただき、現所有者を認定し固定資産補充課税台帳に登録して課税させていただきます。

◎家屋を取り壊したとき

　家屋（車庫や物置等も含む）を取り壊したときは、「固定資産（未登記家屋）異動届出書」を提出し

て下さい。届出していただいた翌年度から、固定資産税がかからなくなります。

　なお、登記をされている家屋は、必ず法務局で滅失登記申請をしてください。町への「固定資産（未

登記家屋）異動届出書」の提出だけでは、登記は抹消されません。

◎未登記家屋の所有者が変わった時

　売買や相続等で所有者を変更したときは、「固定資産（未登記家屋）異動届出書」を提出してください。

届出していただいた翌年度から名義が変更になります。

　なお、登記をされている家屋は、必ず法務局で所有権移転登記申請（名義変更）をしてください。こ

の手続きを怠ると相続や売買する際に、名義変更をすることが困難になったり、複雑になってしまうこ

とがあります。
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軽減拡充と賦課限度額が変更になりました

　国が定める所得基準を下回る世帯については、国民健康保険税の均等割額と平等割額が７割・５割・２

割軽減されています。このうち、５割軽減および２割軽減の基準額が令和元年度から変更となり、軽減対

象となる所得基準が拡充されます。

　また、国民健康保険税の医療分・後期高齢者支援金分・介護納付金分の合計賦課限度額は、現行の93万

円から96万円になります。

◇軽減の拡充

軽減判定所得

これまで 令和元年度から

７割軽減 33万円以下 33万円以下

５割軽減 33万円＋（27万５千円×被保険者数）33万円＋（28万円×被保険者数）

２割軽減 33万円＋（50万円×被保険者数） 33万円＋（51万円×被保険者数）

◇賦課限度額（年間）

これまで 令和元年度から

医療保険分 58万円 61万円

後期高齢者支援金分 19万円 19万円

介護保険分 16万円 16万円

合　計 93万円 96万円

◇交通事故など（第三者行為）で保険証を使用する場合

　国民健康保険や後期高齢者医療制度に加入されている方が、交通事故・傷害事件など第三者（加害者）

の行為により保険証を使って治療を受けた場合は、役場・国保組合への届け出が法令により義務付けら

れています。

◎なぜ届け出が必要ですか？

　第三者行為による治療費などは本来加害者が負担すべきものです。保険証を使って治療を受けた

場合も、保険者等（市町村など）が一時的に治療費等を立て替えますが、後で加害者に請求するこ

とになります。そのため、相手方の住所、加入する損害保険などの情報を届け出ていただく必要が

あります。

◎示談は慎重に！

　役場などに届け出る前に、加害者から治療費を受け取ったり、示談を済ませると保険者から加害

者に治療費の請求をすることができない場合がありますので、ご注意ください。

交通事故 子どもやペットによる加害行為 食中毒など

詳　細　役場住民課保険担当　☎２５－２１４１内線２１５

◇国民健康保険税のお知らせ

■保険証が新しくなります
　現在ご使用の保険証（桃色）の有効期限が本年７月31日をもって満了

となるため、８月以降は使用できなくなります。７月中に新しい保険証

を交付しますので、お手元に届きましたら、 橙色の保険証をご使用くだ

さい。

　新しい保険証の有効期間は１年です。紛失したときや、汚れたときは

再交付しますので、役場住民課保険担当までお申し出ください。

■限度証（限度額適用認定証）も新しくなります
　現在ご使用の水色の限度証の有効期限が本年７月31日をもって満了と

なるため、８月以降は使用できなくなります。引き続き交付対象に該当

する方は７月中に限度証を交付しますので、８月１日からは黄緑色の限

度証をご使用ください。有効期限は保険証と同じ１年間です。

　新たに該当となる方は、下記の交付要件に該当することをご確認の上、

役場住民課保険担当へ申請してください。

　◎限度証の交付対象…次の３区分のうち、現役並みⅠまたは現役並み

　　　　　　　　　　　Ⅱに該当する方

詳　細　　北海道後期高齢者医療広域連合　　☎０１１－２９０－５６０１

　　　　　役場住民課保険担当　　　　　　　☎２５－２１４１内線２１６

新しい保険証は橙色です

■減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）も新しくなります
　現在ご使用の減額認定証（水色）の有効期限が本年７月31日をもって

満了となるため、８月以降は使用できなくなります。

　引き続き交付対象に該当する方は７月中に減額認定証を交付しますの

で、８月１日からは黄緑色の減額認定証をご使用ください。有効期間は

保険証と同じく１年です。

　新たに必要となる方は、下記の交付要件に該当することを確認の上、

役場住民課保険担当へ申請してください。

　◎減額認定証の交付対象…次の区分Ⅰまたは区分Ⅱに該当する方

新しい減額認定証は黄緑色です

◇後期高齢者医療制度のお知らせ

保険証（被保険者証）が一斉更新されます

区分Ⅱ ・世帯全員が住民税非課税で区分Ⅰに該当しない方

区分Ⅰ 世帯全員が住民税非課税である方のうち、次のいずれかに該当する方

・世帯全員の所得が０円の方
　（公的年金収入のみの場合、その受給額が80万円以下の方）

・老齢福祉年金を受給されている方

現役並みⅢ
・住民税課税所得が690万円以上の被保険者と、その方と同一世

　帯にいる被保険者の方

現役並みⅡ
・現役並みⅢに該当せず、住民税課税所得が３８０万円以上の被

　保険者と、その方と同一世帯にいる被保険者の方

現役並みⅠ
・現役並みⅢ・Ⅱに該当しない３割負担の方と、その方と同一世

　帯にいる被保険者の方

新しい限度証は黄緑色です

新しい保険証

新しい減額認定証

新しい限度証
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ご
存
じ
で
す
か
？
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
猶
予
制
度

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の
方
で
、
経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や

「
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

◆
免
除
期
間
は
未
納
期
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
障
害
や

死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
し
た
場

合
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
保
険
料
の
納
付
免
除
な
ど
の
承

認
を
受
け
て
い
れ
ば
、
当
該
要
件
の
対
象
期

間
と
な
る
の
で
万
一
の
と
き
に
も
安
心
で
す
。

◆
免
除
等
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

令
和
元
年
度
の
免
除
等
の
申
請
受
け
付
け

は
７
月
１
日
か
ら
行
っ
て
お
り
、
対
象
と
な

る
期
間
は
令
和
元
年
７
月
分
か
ら
令
和
２
年

６
月
分
ま
で
の
１
年
間
分
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
法
律
が
改
正

さ
れ
、
２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
免
除
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
失
業
な
ど
に
よ
り
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
に
な

っ
た
も
の
の
、
申
請
を
忘
れ
て
い
た
た
め
に

未
納
期
間
を
有
し
て
い
る
方
は
国
民
年
金
担

当
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

町
税
は
大
切
な
自
主
財
源

 

～
納
期
を
守
っ
て
納
め
ま
し
ょ
う
～

　

町
税
（
道
・
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
）
は
、
皆
さ
ん
に
福
祉
や
教
育
、

土
木
事
業
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
自
主
財
源
で
あ
り
、

皆
さ
ん
か
ら
公
平
な
ご
負
担
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
も
、

適
正
な
医
療
給
付
等
を
行
う
た
め
、
加
入
者

の
皆
さ
ん
か
ら
公
平
な
ご
負
担
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

◆
税
金
を
納
め
な
い
と
ど
う
な
る
の
？

　

税
金
は
前
年
の
所
得
や
財
産
の
保
有
状
況

に
応
じ
て
課
税
さ
れ
、
課
税
さ
れ
た
方
は
定

め
ら
れ
た
各
納
期
限
ま
で
に
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
か
っ
た
方
に

は
督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督
促
状
を
発
送

し
た
日
か
ら
起
算
し
て
10

日
以
内
に
完
納
さ

れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
財
産
の
調
査
や
家

屋
、
事
務
所
内
の
捜
索
等
を
行
い
、
法
に
従

っ
て
財
産
（
給
与
・
預
貯
金
・
生
命
保
険
・

不
動
産
な
ど
）
の
差
し
押
さ
え
等
を
執
行
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ
な
い
税

金
に
つ
い
て
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
割
合

で
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
納
付
で
き
な
い
場
合
は
必
ず
相
談
を
！

　

病
気
や
災
害
、
失
業
、
事
業
の
不
振
な
ど

納
付
で
き
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
一
刻
も

早
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
滞
納
を
放
置
し
て

差
し
押
さ
え
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
、
あ

な
た
の
経
済
的
事
情
や
社
会
的
信
用
が
大
き

な
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

詳
　
細　

役
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納
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町税の収納率滞納処分件数・金額実績

上段：平成30年度　下段：平成29年度かっこ内は税金に充てた金額

税　目
過年度からの
滞納繰越分

現年度
課税分

道・町民税
 38.7％ 99.8％

 39.8％ 99.8％

法人町民税
- 100.0％

 100.0％ 100.0％

固定資産税
 21.3％ 99.5％

 40.3％ 99.6％

軽自動車税
 51.9％ 99.7％

 65.2％ 99.3％

国 民 健 康
保 険 税

 37.7％ 99.1％

 36.7％ 99.3％

処分財産 平成28年度 平成29年度 平成30年度

給 与
４件 ２件 ０件

（245千円） （27千円） （０千円）

預 貯 金
５件 ５件 ２件

（410千円）（130千円） （58千円）

生命保険
０件 ０件 ０件

（０千円） （０千円） （０千円）

不 動 産
１件 ０件 ０件

（59千円） （０千円） （０千円）

そ の 他
（売掛金など）

９件 16件 21件

（423千円）（1,164千円）（310千円）

免除区分と受給資格

老 齢 基 礎 年 金 障害基礎年金
遺族基礎年金

（受給資格期間への算入）
受給資格期間
への算入

年金額への反映
（反映割合）

納　　付 ○ ○ ○

全額免除 ○
○

（1/2）
○

一部
納付

４分の１納付

○

○

（5/8）

○２分の１納付
○

（6/8）

４分の３納付
○

（7/8）
納付猶予

学生納付特例
○ × ○

未　　納 × × ×

み
ん
な
の
広
場
Ａ
メ
ー
ル

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
た
め
「
み
ん
な

の
広
場
Ａ
メ
ー
ル
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
日
頃
か
ら
町
行
政
に
対
し
て
感

じ
て
い
る
こ
と
、
最
近
気
に
な
っ
て
い
る
こ

と
、
こ
ん
な
ア
イ
デ
ア
を
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
し
て
ほ
し
い
、
こ
こ
が
分
か
ら
な
い
な
ど
、

ど
ん
な
内
容
で
も
結
構
で
す
の
で
「
Ａ
メ
ー

ル
」
を
使
っ
て
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ク
ス
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
要
望
な

ど
、全
て
に
町
長
が
目
を
通
し
ま
す
。住
所
、氏

名
な
ど
連
絡
先
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
回
答
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
み
ん
な
の
広
場
・
Ａ
メ
ー
ル
」
の
「
Ａ
」

は
、
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
の
Ａ
で
、
Ａ
Ｎ
Ｓ

Ｗ
Ｅ
Ｒ
（
答
え
る
～
皆
さ
ん
か
ら
の
ご

意
見
に
答
え
る
）
、
Ａ
Ｄ
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
（
進

め
る
～
ま
ち
づ
く
り
を
み
ん
な
で
進
め

る
）
と
い
っ
た
意
味
で
す
。

　

ま
た
、
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
、
ご
要
望
な

ど
の
一
部
を
「
広
報
あ
し
ょ
ろ
」
で
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
年
齢
、
性
別
の
み

を
掲
載
し
、
住
所
、
氏
名
な
ど
は
掲
載
い
た

し
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
特
定
の
個
人
を
ひ
ぼ
う
、
中
傷
す

る
も
の
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
開
催
要
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
は
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
と
町
長
お
よ
び
行
政
と
の
直
接
対
話
の

場
、
共
に
ま
ち
づ
く
り
を
語
る
場
で
す
。

対
　
象

　

原
則
的
に
地
区
連
合
自
治
会
（
町
内
24

地

区
）
単
位
の
住
民
、
お
よ
び
各
種
団
体
の
構

成
員
と
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
各
種
団
体
は
、
社
会
教
育
関

係
団
体
、
経
済
団
体
、
労
働
団
体
お
よ
び
そ

の
他
の
団
体
で
す
。
不
明
な
点
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
日
・
会
場

　

地
区
連
合
自
治
会
単
位
お
よ
び
各
種
団
体

か
ら
の
要
請
を
受
け
、
日
程
、
会
場
を
調
整

の
上
、
随
時
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ

　

懇
談
会
の
開
催
要
請
を
し
た
地
区
連
合
自

治
会
お
よ
び
団
体
は
、
必
ず
テ
ー
マ
を
設
定

し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
の
例　

・
防
災

　
　
　
　
　
　
　

・
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　

・
子
育
て

　
　
　
　
　
　
　

・
産
業　
　
　

な
ど

内
　
容

　

設
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
意
見
お

よ
び
情
報
交
換
の
場
で
あ
り
、
テ
ー
マ
に
則

さ
な
い
陳
情
や
要
望
に
つ
い
て
は
、
そ
の
場

で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

申
し
込
み

　

希
望
開
催
予
定
日
（
予
備
日
も
必
ず
設
定
）

の
１
カ
月
前
ま
で
に
、
電
話
な
ど
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
町
長
等
の
日
程
お
よ
び
会
場

等
の
調
整
を
し
、
日
時
、
会
場
を
決
定
し
ま

す
。

申
込
先
・
詳
細

 

役
場
総
務
課
広
報
広
聴
担
当

 

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
３
５

 

フ
ァ
ク
ス
25

－

２
４
８
８

あなたの声をまちづくりに

◆Ａメールはまちづくりの参考に
◆まちづくり懇談会は直接対話の場
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ミセス ユミ子の

消費生活
Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員
第80回

と
が
書
い
て
あ
っ
た
の
？

ア
ユ
ミ

：

「
民
事
訴
訟
最
終
通
告
書
」
っ
て

書
い
て
あ
る
。
「
債
権
譲
渡
」
と
か
「
訴
状
」

と
か
「
差
し
押
さ
え
」
と
か
「
民
事
訴
訟
法
」

が
ど
う
の
こ
う
の
っ
て
…
難
し
い
言
葉
ば
か

り
並
ん
で
い
て
意
味
が
分
か
ら
な
い
。

ユ
ミ
子

：

他
に
は
？

ア
ユ
ミ

：

訴
訟
取
り
下
げ
最
終
期
日
ま
で
に

本
人
か
ら
連
絡
す
る
よ
う
に
っ
て
書
い
て
あ

る
よ
。

ユ
ミ
子

：

も
う
連
絡
し
ち
ゃ
っ
た
？

ア
ユ
ミ

：

う
う
ん
。
ま
だ
、
し
て
な
い
み
た

い
。
こ
ん
な
は
が
き
も
ら
う
よ
う
な
こ
と
し

て
な
い
っ
て
言
っ
て
い
た
か
ら
、
何
か
の
間

違
い
だ
と
思
う
。

ユ
ミ
子

：

「
詐
欺
」
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、

身
に
覚
え
が
な
け
れ
ば
絶
対
に
連
絡
し
な
い

で
ね
。

ア
ユ
ミ

：

や
っ
ぱ
り
？
ま
だ
電
話
し
な
く
て

良
か
っ
た
。

ユ
ミ
子

：

最
近
「
脅
し
文
句
の
よ
う
な
は
が

き
や
封
書
」
で
お
金
を
だ
ま
し
取
ら
れ
る
被

害
が
発
生
し
て
い
る
の
よ
。

ア
ユ
ミ

：

じ
ゃ
あ
、
こ
の
は
が
き
は
捨
て
て

も
い
い
ん
だ
ね
 

ユ
ミ
子

：

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
 

本
物
か
偽
物

か
き
ち
ん
と
判
断
し
な
い
で
捨
て
て
し
ま
う

の
は
危
険
よ
 

捨
て
る
前
に
警
察
や
消
費
生

活
相
談
所
に
相
談
し
て
み
て
ね
 

も
し
偽
物

だ
っ
た
ら
、
詐
欺
の
件
数
を
把
握
し
た
り
、

手
口
の
収
集
に
役
に
立
つ
わ
。

ア
ユ
ミ

：

わ
か
っ
た
 

他
の
人
が
被
害
に
遭

わ
な
い
で
済
む
助
け
に
も
な
る
ね
。

ユ
ミ
子

：

そ
う
 

よ
ろ
し
く
ね
 

詳
　
細　

消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）

 

☎
28

－

０
５
８
５

 

午
前
10

時
〜
午
後
３
時
30

分

　
　
　
　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

 

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

裁
判
所
か
ら
の

通
知
⁉
の
巻

ア
ユ
ミ

：

ユ
ミ
子
さ

ん
 

大
変
大
変
 

お

母
さ
ん
宛
て
に
裁
判

所
み
た
い
な
と
こ
ろ

か
ら
は
が
き
が
来
た

の
 

ど
う
し
よ
う
？

ユ
ミ
子

：

ど
ん
な
こ

初
め
て
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
！

ミ
ッ
チ
ェ
ル
・
ボ
ー
ウ
ィ
ー

　

初
め
て
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
。

私
と
リ
ヴ
ァ
イ
は
カ
ナ
ダ
か
ら
や
っ
て

き
た
親
友
と
一
緒
に
東
京
を
巡
り
ま
し

た
。
東
京
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

東
京
は
本
当
に
広
く
、
ど
こ
ま
で
歩
い

て
も
終
わ
り
が
見
え
な
い
ほ
ど
広
く
感

じ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
短
い
滞
在
の
間

に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
し
ま
し
た
。
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
や
渋
谷
交
差
点
、
皇
居
な

ど
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
中
で
も
特
に

っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

東
京
か
ら
北
海
道
へ
戻
る
時
、
空
か
ら

地
上
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
、
東
京
の
大
き

さ
や
一
つ
の
場
所
に
あ
れ
ほ
ど
多
く
の
人

た
ち
が
住
ん
で
い
る
こ
と
に
改
め
て
感
心

し
ま
し
た
。

　

東
京
で
１
週
間
過
ご
し
た
後
、
北
海
道

へ
戻
り
足
寄
町
で
数
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

リ
ヴ
ァ
イ
と
私
に
と
っ
て
、
地
元
の
友
達

に
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
足
寄
町
を
見

せ
る
と
て
も
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

足
寄
町
で
出
会
っ
た
友
達
を
カ
ナ
ダ
の
友

達
に
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
良

か
っ
た
で
す
。

　

私
の
初
め
て
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

は
、
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
た
く
さ
ん
の
素

ま
す
 

晴
ら
し
い
体

験
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ

か
ら
も
っ
と

も
っ
と
日
本

を
巡
っ
て
み

た
い
と
思
い

驚
い
た
の
は
電
車
で
す
。
た

く
さ
ん
の
人
が
乗
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
時
間
に

遅
れ
る
こ
と
な
く
毎
日
規
則

正
し
く
機
能
し
て
い
る
こ
と

に
は
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　

ま
た
富
士
山
周
辺
に
も
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
こ
に

は
忙
し
い
東
京
と
は
全
く
違

う
の
ど
か
な
風
景
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。
も
し
私
が
東

京
に
住
ん
で
い
た
ら
、
故
郷

の
カ
ナ
ダ
や
足
寄
町
で
の
生

活
と
は
全
く
違
う
生
活
を
送

　国際交流員コラム　　　No.4

Hello! Friends!

　

本
町
の
人
工
林
は
カ
ラ
マ
ツ
が
主
体
で
す

が
、
昭
和
40

年
代
頃
か
ら
野
ね
ず
み
に
よ
る

カ
ラ
マ
ツ
の
被
害
が
多
数
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

野
ね
ず
み
は
食
べ
物
が
な
く
な
る
冬
か
ら

早
春
に
か
け
て
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
の
樹
木
の
根

元
や
幹
の
樹
皮
を
食
べ
ま
す
。
軽
度
の
食
害

る
グ
イ
マ
ツ
雑
種
Ｆ
１
や
ス
ー
パ
ー
Ｆ
１
な

ど
が
植
栽
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

詳
　
細　

九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

 

（
壁
村
勇
二
・
智
和
正
明
）

 

☎
25

－

２
６
０
８

で
は
枯
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
食
害
が
根
元
を
一

周
す
る
と
、
樹
木
は
水
や
栄

養
を
根
か
ら
葉
に
送
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
た
め
、
数

年
で
樹
木
は
枯
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
カ
ラ
マ

ツ
の
植
栽
を
行
う
際
は
野
ね

ず
み
の
生
息
場
所
と
な
る
枝

条
の
た
い
積
を
避
け
る
こ
と

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

殺
鼠
剤
の
散
布
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

近
年
は
野
ね
ず
み
の
生
息

数
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
幼

齢
の
カ
ラ
マ
ツ
だ
け
で
な
く

伐
期
を
迎
え
た
壮
齢
の
カ
ラ

マ
ツ
や
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り

被
害
の
な
か
っ
た
広
葉
樹
に

も
被
害
の
広
が
り
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
野

ね
ず
み
被
害
に
強
い
と
さ
れ

食害されたカラマツの根元

野ねずみ被害

22

Vol.

 

―
足
寄
高
等
学
校
―

未
来
に
輝
け
！

足
寄
農
畜
産
物
加
工
開
発
研
究
会
に
よ

る
調
理
実
習

　

５
月
21

日
、
３
学
年
の
フ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン

の
授
業
に
お
い
て
足
寄
農
畜
産
物
加
工
開
発

研
究
会
に
よ
る
調
理
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

講
師
と
し
て
同
会
の
川
原
由
紀
子
さ
ん

ほ
か
３

人
の
方
に
来
校
し
て
い
た
だ
き
、
み
そ
造
り

を
行
い
ま
し
た
。
み
そ
は
こ
の
後
寝
か
せ
て
、

半
年
後
に
で
き
あ
が
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

今
後
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
教
え
て

い
た
だ
く
こ
と
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
講
師

の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

保
護
者
向
け
進
路
説
明
会

　

５
月
10

日
、
全
学
年
の
保
護
者
を
対
象
に

進
路
説
明
会
を
実
施
し
、
約
80

人
の
保
護
者

の
皆
さ
ん
に
来
校
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
進
路
シ
ラ
バ
ス
に
基
づ
い

て
組
織
的
で
計
画
的
な
指
導
を
進
め
て
い
く

こ
と
、
そ
し
て
来
年
度
か
ら
始
ま
る
新
し
い

大
学
入
試
に
関
す
る
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
に
関

し
、
進
学
を
希
望
し
て
い
る
生
徒
を
抱
え
る

家
庭
に
お
い
て
は
、
学
生
生
活
や
経
済
面
に

関
し
て
も
子
ど
も
と
話
す
時
間
を
設
け
て
ほ

し
い
と
伝
え
ま
し
た
。

　

今
後
も
本
校
で
は
、
進
路
指
導
部
通
信
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
担
任
と
の
３
者
面
談

で
情
報
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
学
校
、

地
域
、
そ
し
て

保
護
者
の
皆
さ

ん
で
連
携
し
、

子
ど
も
た
ち
の

進
路
実
現
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
！

詳
　
細　

足
寄
高
等
学
校
☎
25

－

２
２
６
９
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お
知
ら
せ

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給
者

証
等
の
更
新
申
請
に
つ
い
て

　

医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
で
、
有
効
期
限

が
平
成
31

年
度
（
令
和
元
年
）
９
月
30

日
ま

で
と
な
っ
て
い
る
方
は
更
新
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

更
新
が
必
要
な
受
給
者
証
の
種
類　

①
特
定

医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給
者
証
（
白
色
）

②
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
（
藤
色
）
③
ウ

イ
ル
ス
性
肝
炎
進
行
防
止
対
策
・
橋
本
病
重

症
患
者
対
策
医
療
受
給
者
証
（
緑
色
）
④
ウ

イ
ル
ス
性
肝
炎
（
肝
炎
治
療
特
別
促
進
事
業
）

医
療
受
給
者
証
（
水
色
※
核
酸
ア
ナ
ロ
グ
治

療
者
の
み
）

更
新
受
付
期
限　

９
月
30

日
㈪
ま
で

詳
細
・
申
請
先　

帯
広
保
健
所
健
康
推
進
課

保
健
係
☎
０
１
５
５

－

27

－

８
６
３
７

北
海
道
水
資
源
の
保
全
に
関
し
て

　

北
海
道
で
は
、
水
資
源
を
次
の
世
代
に
引

き
継
い
で
い
く
た
め
、
水
源
周
辺
の
土
地
が

適
正
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
「
北

海
道
水
資
源
の
保
全
に
関
す
る
条
例
」
を
制

定
し
、
条
例
に
基
づ
く
水
資
源
保
全
地
域
を

指
定
し
ま
し
た
。
水
源
保
全
地
域
に
指
定
さ

れ
た
区
域
内
で
土
地
取
引
行
為
を
行
う
場
合

は
、
契
約
締
結
の
３
カ
月
前
ま
で
に
知
事
へ

の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

※
本
町
に
対
象
区
域
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町

外
で
土
地
取
引
を
行
う
場
合
は
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

詳
細　

北
海
道
総
合
政
策
部
政
策
局
土
地
水

対
策
課
土
地
利
用
計
画
グ
ル
ー
プ

☎
０
１
１

－

２
０
４

－

５
１
７
８

軽
減
税
率
制
度
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

本
年
10

月
に
実
施
さ
れ
る
消
費
税
の
軽
減

税
率
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を
全
て
の
事
業

者
の
方
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

※
説
明
会
に
参
加
さ
れ
る
方
は
事
前
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

日
時　

９
月
６
日
㈮
午
前
10

時
30

分
～
11

時

30

分
場
所　

あ
し
ょ
ろ
銀
河
ホ
ー
ル
21

申
込
期
限　

９
月
２
日
㈪
午
後
５
時
ま
で

詳
細
・
申
込
先　

十
勝
池
田
税
務
署
調
査
部

門
☎
０
１
５

－

５
７
２

－

１
１
７
３

実
践
型
防
犯
教
室
を
開
催
し
ま
す

　

空
き
巣
の
手
口
や
防
犯
対
策
に
つ
い
て
の

説
明
、
ガ
ラ
ス
破
り
の
実
演
、
防
犯
機
器
の

効
果
的
な
使
用
方
法
を
解
説
し
ま
す
。

日
時　

９
月
４
日
㈬
午
前
10

時
～
11

時
30

分

場
所　

本
別
町
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室
（
本

別
町
北
１
丁
目
４
）

詳
細
・
申
込
先　

本
別
警
察
署
生
活
安
全
係

☎
０
１
５
６

－

22

－

０
１
１
０

交
通
規
制
を
行
い
ま
す

　

道
路
の
舗
装
修
繕
工
事
の
た
め
、
次
の
日

程
で
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。
工
事
期
間
の

う
ち
、
工
事
作
業
中
の
数
日
間
は
通
行
止
め

と
な
り
ま
す
。
日
程
が
決
ま
り
次
第
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

箇
所　

南
４
条
３
丁
目
～
４
丁
目

工
事
期
間　

９
月
20

日
㈮
ま
で

詳
細　

役
場
建
設
課
土
木
担
当

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
６
２

町
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
を
募
集

　

本
町
に
お
け
る
地
域
福
祉
の
総
合
的
か
つ

効
果
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
町
地
域
福
祉

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

策
定
に
あ
た
り
、
本
町
の
地
域
福
祉
に
関

し
て
調
査
お
よ
び
検
討
を
行
う
「
足
寄
町
地

域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
」
の
委
員
を
募
集

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

募
集
人
数　

３
人
程
度

任
期　

７
月
か
ら
計
画
策
定
終
了
（
令
和
２

年
３
月
頃
）
ま
で

報
酬
・
費
用
弁
償　

会
議
出
席
の
都
度
、
町

条
例
の
規
定
に
よ
り
報
酬
・
費
用
弁
償
を
お

支
払
い
し
ま
す
。

応
募
資
格　

町
内
在
住
の
方
で
、
地
域
福
祉
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
関
心
が
あ
り
、
平
日
昼

間
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る
方

応
募
締
切　

８
月
30

日
㈮
ま
で

応
募
方
法　

応
募
さ
れ
る
方
に
は
応
募
用
紙

を
送
付
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳
細　

役
場
福
祉
課
福
祉
担
当

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
１
４
２

「
盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
養
成
講

座
」
受
講
者
を
募
集

開
催
日　

９
月
21

日
㈯
～
11

月
10

日
㈰
ま
で

の
７
日
間

場
所　

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
（
札
幌
市

中
央
区
北
２
条
西
７
丁
目
）

対
象
者　

養
成
講
座
の
全
て
の
受
講
が
可
能

な
20

歳
以
上
の
方

料
金　

受
講
料
無
料
。
テ
キ
ス
ト
代
等
は
自

己
負
担
（
約
４
千
円
）
。

申
込
期
限　

８
月
21

日
㈬
ま
で

詳
細
・
申
込
先　

一
般
社
団
法
人
北
海
道
身

体
障
害
者
福
祉
協
会

☎
０
１
１

－

２
５
１

－

１
５
５
１

健
康
川
柳
を
募
集

作
品
テ
ー
マ　

「
飲
酒
」

募
集
期
限　

８
月
30

日
㈮
ま
で

必
要
事
項　

川
柳
作
品
（
１
人
３
作
品
ま
で
）

と
読
み
仮
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
（
匿
名
希
望
者
の
み
）

応
募
方
法　

官
製
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ

ー
ル
で
送
付
ま
た
は
役
場
福
祉
課
、
ケ
ア
ハ

ウ
ス
銀
河
の
里
あ
し
ょ
ろ
、
む
す
び
れ
っ
じ
、

町
内
３
カ
所
の
病
院
に
設
置
し
て
い
る
応
募

箱
に
投
函
く
だ
さ
い
。

詳
細
・
応
募
先　

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担

当
☎
25

－

２
５
７
１
Ⓕ
25

－

９
２
０
１

Ⓜh
su
ish

in
@
to
w
n
.a
sh
o
ro
.h
o
k
k
a
id
o
.jp

自
衛
官
を
募
集

募
集
種
目　

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）

募
集
資
格　

18

歳
以
上
33

歳
未
満
の
男
子
、

女
子

受
付
期
限　

９
月
６
日
㈮
ま
で

試
験
日　

男
子

：

９
月
30

日
㈪
、
10

月
１
日

㈫
・
３
日
㈭
の
う
ち
指
定
す
る
１
日

女
子

：

10

月
２
日
㈬

詳
細　

自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

☎
０
１
５
５

－

23

－

８
７
１
８

善
意
の
ご
寄
付
・
ご
寄
贈
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

町
へ

・
小
林
順
子
さ
ん

（
神
奈
川
県
）
か
ら
足
寄
町

振
興
の
た
め

 

２
万
円

本別町から陸別町から

夏のイベントが満載！第11回　ふるさと銀河線

りくべつ鉄道まつり 　出店やステージイベントなどたくさんの催し

を用意して、皆さんをお迎えします。

「第27回スターフェスティバル２０１９」

日　時　７月13日㈯午後３時～

場　所　銀河通り歩行者天国

　（道の駅「ステラ★ほんべつ」前通り）

内　容　本別産食材を使った食のコーナー、も

のまねステージ、ビンゴ大会ほか※予定

詳　細　スターフェスティバル実行委員会（村田さん）

　　　　☎２２－４２２０

「第34回チャリティー樽生ビアー彩」

日　時　７月27日㈯午後４時～

場　所　本別町役場前駐車場

内　容　胆振の復興支援を兼ねて「北海道」を

テーマにイベントやフードコーナー、地元グ

ルメ出店、北海道出身歌手カラオケ大会、前

売り券抽選会ほか※予定

　※抽選券付きビール前売り券３杯１２００円

　　（当日１杯４５０円）

詳細・ビール前売り券取り扱い

　　　本別町商工会☎２２－２５２９

　前夜祭の20日は花火大会も開催 !年に一度の

特別な花火列車も運行します。21日の本祭では

特別列車の運行に、お笑いステージショーやし

ばれ君のふわふわドーム、豪華賞品が当たる大

抽選会など、子どもから大人まで楽しめる多彩

なイベントがあります。皆さんのご来場をお待

ちしています。

開催日　７月20日㈯・21日㈰

場　所　20日：緑町サッカー場
　　　　21日：りくべつ鉄道構内、

　　　　　　　駅前多目的広場

主な内容

20日㈯午後８時～　花火大会

21日㈰午後０時５分～　リコーダーミニコンサート

　　　午後１時45分～　大道芸ステージショー

　　　午後２時30分～　お笑いステージショー

　　　（インポッシブル・鬼越トマホーク）

　　　午後３時～　大抽選会、もちまき

詳　細　陸別町観光協会事務局
　　　　（陸別町役場産業振興課内）

　　　　☎２７－２１４１内線１３５

ご
寄
付
・
ご
寄
贈

募
　
集

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

発
売
期
間　

８
月
２
日
㈮
ま
で

抽
せ
ん
日　

８
月
14
日
㈬

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明
る

く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

詳
細　

役
場
総
務
課
財
政
担
当

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
０
３



掲載を希望される方は、役場総務課総務室・広報広聴担当まで

編集後記編集後記
☆今年も螺湾ブキの季節がやってきまし

たね。どんぐりや学校では螺湾ブキを

ふんだんに使ったとっても美味しそう

なメニューが登場。

☆特に螺湾ブキのきんぴらが登場したど

んぐりでは、子どもたちが「美味しい

～！」と言いながらあっという間にき

んぴらを完食していました。

☆さらに「フキを食べているお友達の写

真を撮りに来たよ」と声をかけると、「今

から食べるよ！」と教えてくれる優し

い子も！

☆螺湾ブキが大好きな子どもたちのおか

げで、“いい顔”で螺湾ブキを食べて

いる子どもたちの写真をたくさん撮る

ことができました。広報あしょろでは、

紙面の関係上全ての写真を紹介できな

いことが残念です。

今月の表紙

　６月23日㈰に、らわんグリーン研究グルー

プの圃場行われた螺湾ブキの収穫でのスナッ

プです。 （⇒７ページ）　

ひとのうごき

６月末の住民基本台帳

人　口　　６，８４６　人　（－７)

　男　　　３，３４０　人　（－２)

　女　　　３，５０６　人　（－５)

世　帯　　３，５０２世帯（－５)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民

を含んだ数値となっています。

広報あしょろ７月号　№７９５

発　行：足寄町

編　集：総務課総務室　☎25－2141　内線335

〒089-3797　北海道足寄郡足寄町北１条４丁目48番地１

https://www.town.ashoro.hokkaido.jp

渡邊　湊
みなと

斗
ち
  ゃ
   ん

 （平成29年７月７日生まれ）

　いつも笑顔で、歩くことが大

好きなうちの長男です。お姉ち

ゃん２人に可愛がられて、どん

どんおしゃべりが上手になって

きたね。優しく逞しい男の子に

なってね。 光規・愛実さんの子

 （北３条２丁目）

管野　葵
あおい

ち
  ゃ
   ん (左)・渚

なぎさ
ち
  ゃ
   ん (右) （平成29年７月10日生まれ）

　無邪気に一生懸命遊び、一生懸命食べる２人。弟が大好きでママ

の真似をして、おっぱいをあげる姿も。いつまでも姉弟仲良しでい

てね。 聡・華奈さんの子

 （郊南）


